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上場台地畑作地帯における農業経営・農家の類型とその性格
一一性賀県肥前町T集落の実態分析から一一
小林恒夫
佐賀大学海浜台地生物生産研究センター
Types of the Farm Households and Their Characters 
in Uwaba-Daichi (Upland Region) at Saga Prefecture 
一一-ACase Study at the Village in Hizen Cho--
Tsuneo KOBA YASHI 
Marine and Highland Biosci巴nc巴Center，Saga University 
1-1， Ohdoi， Watada， Karatsu， Saga 847， ]apan 
要約
佐賀県西北部の上場海浜台地の中で，畑地面積割合の高い「畑作集落J(把前町T集落)の農家悉皆調
によって，上場海浜台地の畑作地帯における農業経営の展開構造の 1つのあり方を知ることができる。
それは，国営上場農業水利事業及び県営畑地帯総合土地改良事業による農地の造成・整備を契機に，一
方の極に借地拡大による土地利用型の専業的農業経営(その代表は葉タバコ経営)と施設型の専業的農
業経営(その代表はハウスイチゴ経営)が形成され，同時に他方の極に，これらの専業的農業経営に農
地を貸し出す零細稲作経営兼業農家が形成されてきているという，いわばニ極分解構造である。しかし，
向時にまた，これらの 2つの農民層の中聞に，露地野菜作の導入・模索を行っている第1種兼業農家的
な農民閣が存在している実態にも注目しなければならない。それは，この農民躍が，野菜の輪入量増加・
価格低迷という近年の動向を体現した存在であり，現在の日本農業問題の一局面を集中的に表現してい
る象徴的存在だからである。
Summary 
As the result of our research on the farm households in Hizen cho， Saga prefecture， 1 could 
verify the three types of farm households. 
1) First type is full-time farm household. They mainly cultivate a large area of tobacco plant， 
or they cultivate greenhouse plant (strawberry). Farm households they cultivate tobacco plant， 
borrowa large area of farm land. This is the remarkable point. 
2) Second type is farm household earned main income from other jobs. They cultivate only 
a small area of rice plant. They lend a large area of farm land to the first type of farm household. 
3) Third type is farm household earned main income from farming. They mainly cultivate 
vegetables. But the income from vegetables is not necessarily sufficient. This is the most serious 
problem for this type. 
1 .本稿の課題の隈定 行われている。
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佐賀県西北部の上場台地は，全体として田畑混
在地帯という特徴をもっ(註1)が，しかし，そ
の具体的存在形態は各市町村及び各集落によって
極めて多様である。したがって，そこにおける農
業払一方で，畑地面積の比較的多い集落では畑
作中心の経営が営まれているが，他方で，水田面
積構成の高い集落では稲作を不可欠とする経営が
このような状況下で， ~海と台地j 前号(註 1 ) 
では，上場台地の中で，水田面積割合が比較的高
く，その整備も一定進んで、いる地毘(集落)にお
ける，農業経営の特徴，集団的営農の形成とその
条件，農地利用の問題点(ミカン園の耕作放棄)
を明らかにした。
さて本稿は，上場合地の農業経営と農家の現状
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と課題を探るという本研究センターでの地域研究
の一環として， r海と台地j前号の事例の対局にあ
る事例，すなわち，畑地造成によって畑地面積割
合が高まり，一方，水田は面積が少なしかっそ
の整備も遅れている地区(集落)の事例を対象に，
そこにおける農業経営の特徴及びそれと深く結び
ついた農家経済の性格を明らかにすることを課題
とする。
なお，我々は本稿のような点的な集落農家実態調
査を積み重ね，いずれ，これらを横に束ねること
を通じて，これらの地域事例に見られる共通項を
析出することによって，上場台地全体の農業展開
のメカニズムを総括し，将来展望の方向と条件等
を描くことをめざしていることを付言しておきた
しユ。
(設1)小林恒夫 (1997)参照。
2 .肥前町の農業概況
上記の課題に沿って，本稿は「畑地造成が実施
されて畑地面積割合が高まった30戸前後の集落」
という基準で，把前町T集落を選定し，農家悉皆
調査を実施した。ところで， T集落の実態に入る
前に，まずT集落を含む肥前町の農業の概観に触
れることにしたい。
(1) 農家構成
表 1に住賀県西北部の上場台地に立地する 6市
町村の農家構成を示した。上場台地の農業は，全
体として，専業農家，その中の男子生産年齢人口
表 1 上場合地 B市町村の農家構成 (1995年)
のいる世帯及び主業農家の割合は佐賀県平均より
高く，佐賀県の中で積極的展開を見せているとい
う評価を与えることができる。では，上場台地の
中で肥前町の位置づけはどうか。肥前町は，上場
台地の中では，呼子町と共に，上記諸指標が低く，
専業農家や主業農家割合が低く，逆に第2種兼業
農家や副業的農家の割合が比較的高い状況となっ
ている。これは， 1戸当たり経営耕地面積の少な
さや農地条件の劣悪性等などによるものと思われ
る。
(2) 耕地構成一田畑混在地域一
肥前町は佐賀県西北部の海浜台地状の東松浦半
(上場台地)西部に位置する。地形は，台地上
に畑，谷間に水田，その中間の傾斜地に樹園地が
形成されているというように，当台地に共通する
一般的形状を呈している。
町の耕地構成(註1)は，水田が53%，畑地が
38%で，上場台地6市町村の中では呼子町，鎮西
町に次いで畑地の割合が高く，全体として見れば，
田畑混在地域ということができる。
(3) 作物構成の推移一野菜生産の増加と停滞ー
いま上場台地の農業に課された課題は，新規造
成ならびに基盤整備された農地・農道条件下で，
新規導入用水を如何に有効かつ効率的に使って地
域農業の新展開を図るか，ということにある。
図1は，間前町における畑作物の収穫面積の推
移を示したものである。 1970年以降の25年間にお
ける全体的動向として，麦類，馬鈴薯，甘藷，ス
実 数(戸) 構成比(%) 実 数(戸) 構成比(%)
専業農家 第 l種 第 2稜 専業農家 第 1 第 2 ::t業 よ笹主業 副書室的 主業 準 副業
男子生i 兼業 兼業 男子生産 種 種 農家 幾家 農家 設家 主業 約
年齢却の 農家 農家 年鈴加の 兼業 兼業 農家 農家
いる世帯 いる世帯 農家 農家
呼子町 21 13 24 97 14.8 9.2 16.9 68.3 39 70 33 27.5 49.3 23.2 
鎮西町 91 67 152 336 15.7 11.6 26.3 58.0 211 163 205 36.4 28.2 35.4 
玄海町 112 97 160 388 17.0 14.7 24.2 58.8 244 159 257 37.0 24.1 38.9 
HEj前町 123 89 234 551 13.5 9.8 25.8 60.7 306 222 380 33.7 24.4 41.9 
北波多村 48 40 68 135 19.1 15.9 27.1 53.8 105 73 73 41.8 29.1 29.1 
唐津市上場※ 219 184 243 639 19.9 16.7 22.1 58.0 421 293 387 38.2 26.6 35.1 
音十 614 490 881 2，146 16.9 13.5 24.2 58.9 1，326 980 1，335 36.4 26.9 36.7 
佐賀県 6，168 3，774 9，726 28，968 13.7 8.4 21. 7 64.6 12，216 10，335 22，311 27.2 23.0 49.7 
資料:農業センサス。
註 1:農家数は総農家数である。
設2:※唐津市下場(したば)平坦地区に属する!日鏡村と!日久史村を除いた唐津市上場(うわば)台地地区。
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一_Q.u. 馬鈴薯
… a..- 甘藷
密 1 肥前町における主要畑作物収穣面積の推移
資料:農業センサス，上場農協資料。
イカ等が減少傾向にあるのに対して，葉タバコ，
タマネギ，カボチャ，ハウスイチゴ(水田でも作
付けされているが)，タカナが増加傾向にあること
を読みとることができる。なお，葉タバコ，タマ
ネギ，カボチャの収穫面積は1990年以降停滞して
いるようである。
こうして，畑作物構成において，新!日の世代交
代が認められる。そして近年増加額向が認められ
る上記畑作物の具体的な作付け実態については，
以下のT集落での事例において見ていきたい。
(註1)小林恒夫(1997)，p.51参照。
3. T集落の農業展開の特徴
一農業センサスから見た概観ー
表 2は，農業センサスによって調査対象のT集
落の農業の展開を概観したものである。その特徴
を，以下項毘的に挙げてみたい。
(1 ) 農業的色彩の濃い集落
1995年において，専業農家は6戸 (21%)だが，
そのすべてに男子生産年齢人口が存在する。一方，
第2種兼業農家は12戸 (41%)にとどまっており，
第1種兼業農家と専業農家の合計が6割近くを占
めており，農業的色彩の濃い集落とみられる。
(2) 畑地菌積の増加による「畑作集落」の形成
T集落の特徴の 1っとして， 1975年以降の畑地
面積の増加を指摘することができる。すなわち畑
地面積は75年の21haから95年には33haへと12ha以
上も増加し，この間，水田と樹圏地の面積が減少
したことも相まって，畑地面積の割合は57%から
74%へと高まった。その具体的要因については4.
で後述する。こうしてT集落は「畑作集落」とし
ての性格をさらに強め，今回の調査対象集落とし
ての条件を十分に満たしている集落ということが
できる。
(3) 工芸農作物(葉タバコ)，施設園芸(ハウス
イチゴ)，露地野菜及び肉馬主与を主体とする
単一経営の形成
作物面積，畜産部門，農産物販売額1位部門及
び経営組織の相互関連から， T集落の農業の展開
は以下のように理解することができょう。すなわ
ち， 1970年代及び80年代に，工芸農作物(葉タバ
コ)と露地野菜類、の収穫面積の増加が見られたが，
まだこの時期までは， I葉タバコ+零細稲作jない
し「露地野菜+零細稲作jといった複合経営農家
が集落の農家の大半を占めていた。しかし，その
後，野菜類の収穫面積の伸び悩みが見られたが，
工芸農作物のそれは依然増加傾向を示し，また施
設園芸(ハウスイチゴ)が導入され，他方，稲作
減反の強化によって稲作の比重が更に縮小した結
果，工芸農作物(葉タバコ)，施設闘芸及び露地野
菜類を主体とする単一経営がT集落の農家の大半
を占めるに至った。
なお， T集落には現在では果樹農家はいないが，
肉用牛を経営の主体とする農家が3戸存在するこ
とも忘れてはならない。
こうしてT集落の農家は多捧な農業部門を営ん
でいることが分かる。なお，このような農業経営
形態の多様性は，複雑地形を特徴とする上場台地
に共通する事柄である。
(4) 専業的農業経営の形成
以上のような過程を経て， T集落には単一経営
が支配的となるが，その中で土地利用部門では葉
タバコ経営，施設部門で、はハウスイチゴ経営と肉
用牛(子取り)経営の3つの経営類型において基
本的に農業で経済的告立を果たしうる専業的農業
経営が形成されてきている。 1995年において販売
金額が千万円を超える経営が9戸形成されてきて
いることに，そのことが反映されている。
また，土地利用型経営の典型である葉タバコ経
営を中心に，積極的な倍地拡大が行われた結果，
経営面積が3haを超える経営数が増加し， 1995年
で6戸を数えるに至った。表3は，上記のセンサ
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表 2 T集落の農業の推移 (単位:戸， a，頭，人)
農家数
経営耕地面積
作物種類別
収穫商積
施設園芸
肉用牛
農産物販売額
第1位の
部門別農家数
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言語:::::::::::::::::::::::::::|:::::中剖::::::(;;:|二ij:l:;!ト二-二ι
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;日
農家人口
(うち65歳以上)
農業従事者数
農業就業人口
(うち65歳以上)
基幹的農業従事者数
数
積
家数
積
8 17 13 15 12 
229 259 966 925 871 1432 
7 7 8 14 10 
230 226 253 624 326 
8 l 
410 66 
3 4 l 21 7 
34 43 30 313 120 
115( ) 85 (15) 86(13) 81(14) 87 (13) 73(12) 66 (12) 
126 ( ) 94(13) 91(10) 90(14) 89 (15) 77(15) 70 (14) 
64 58 51 54 56 43 47 
71 57 42 48 58 44 42 
52 (11) 40 ( 3) 34( 9) 34 ( 8) 32 (10) 26 ( 7) 30 ( 8) 
71 ( 9) 55 ( 7) 35 ( 1) 41( 7) 50 (10) 33 ( 4) 30( 5) 
37 32 33 28 25 25 
49 27 34 36 26 21 
33 23 30 23 21 17 
???????????
農業専従者がいる農家数
出所:1造業センサス集落カード。
註 : は該当なし，~織は項目なし。
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表3 T集落の経営耕地面積別農家数の
描層開移動の推計
農外 0.5ha 0.5- 1.0- 2.0- 3.0ha 
未満 1.0ha 2.0ha 3.0h丘 以上
1960年 5 12 19 
↓代↓代
70 5 9 18 4 
t~t~t~イ炉
75 5 1 15 3 
①tペハ↓代炉
80 4 8 14 9 
t~t~t~l代
85 5 9 1 9 l 
〆以内内ド
90 
がνl~l~炉
95 8 4 7 3 8 
資料:農業センサス集落カー ド。
註 :階層間移動は鱗接階居s聞で行われ，離幾や新規参入は
最下関から行われると仮定し，上層からJI慎次計算した。
Oで閥んだ数字が移動農家数を示す。
スの数値をもとに，経営耕地面積別農家構成の変
化の過程を推計したものである。見られるように，
1975""'90年に 1"'"2 haを基軸とした農民層分解が，
そして90年以降2"'"3 haを基軸とした農民層分解
の進展が認められる。
(5) 耕作放棄地(水田)の増加
しかし，同時に一方で、1985年以降，耕作放棄農
家数及び面積が増加してきている点も見逃せない。
なお，この点は重要な事柄であるが，本稿の課題
を超えるものであるため，他日，独自の別稿を用
したい。
4.γ集落における農地の造成・整備と上場用水
の通水
上記のような畑地面積の増加，施設菌芸の導入
といったT集落の農業展開に見られた注目すべき
動向は，国営上場農業水利事業と県営畑地帯総合
土地改良事業を契機としている。すなわち，
上場農業水利事業としての畑地造成事業がT集落
内で5箇所(入野第3換地区46団地1976年完工，
入野第2換地底47闇地12イC，同11団地，間47団
地81年完工，入野第4換地区12ニ北85年完工)， 
及び県営畑地帯総合土地改良事業が2笛所(榔田
換地区84年，七ツ江換地区87年)で実施された。
なお，このうち柳田換地区のみ水田基盤整備であ
り，他はすべて畑地関係の事業である。
その結果，農地整備状況は，農家実態調査結果
によると，属人的ではあるが， T集落の全農家27
戸の経営耕地面積中，畑地で2，492ha(65%)，水
田で575ha(43%)となっている。畑地に比べ水田
での基盤整備が運れており，これが上記した耕作
放棄の一因となっている。
また，もう 1つ重要なことは，国営上場農業水
利事業によって松浦"1から導水した新しい農業用
水の利用が1994年から基本的に可能となったこと
である。そして，この新規用水が主に施設園芸，
露地野菜及び水田稲作で使用開始されることとな
った。
5. T集落における農業経営・農家の類型とその
性格
T集落は畑地面積割合が74%(表 2，後述の表
5では73%) を占める「畑作集落」であるため，
農家の農業経営内容も，後述のように畑作経営を
主体とするものとなっている。周知のように畑作
経営は水田稲作経営と異なり，年間を通じた専業
的経営が要求されるため，世帯員の就業構造，し
たがって全体としての農家経済の内容も畑作経営
に基本的に規定された性格のものとなる。
表4，表 5のようにT集落の全農家を経営類型
別に整理してみると，経営類型と農家の性格が明
確に対応していることが確認される。そこで，そ
の関連を模式化して後に図 2に示した。経営類型
が5つ，そして，それらにそれぞれ対応する農家
経済の類型が3つ析出できる。以下，これらの経
営類型と農家経済の関係及び諸類型の内容と性格
についてそれぞれコメントしていきたい。
(1 ) 葉タバコ専業的経営(7戸)
T集落の代表的な経営類型であり，また同様に
代表的な農家類型でもある。本集落における葉タ
バコ栽培の歴史は吉いが，上記の国営上場農業水
利事業に伴う農地造成事業による畑地の面積増加
と整備及び県営畑地帯土地改良事業による畑地の
整備を契機に葉タバコ栽培の条件が一段と向上し
たため， T集落における葉タバコ栽培面積は増加
の一途を辿っている(表2)。また，この葉タバコ
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?
栽培面積の増加が，借地を伴って推進されている
ことはいうまでもない。
T集落には葉タバコ経営農家が現在7戸存在す
るが，これらのいずれの経営も経営面積は 3haを
超えるに歪っている(表 5)。
T集落の特徴として，先に販売金額が千万円を
超える経営及び経営耕地面積が3haを超える大規
模経営の出現といった事柄を指摘したが，これは
実は主としてこのような葉タバコ専業的経営の形
成を反映していたのである。
労働力構成は，経営主夫婦(家族労働力)のみ
ならず，本圃植え付け作業などに延べ30人日くら
いの季節的な麗用を入れたものとなっている。
この経営類型の 7戸の顔ぶれは10年以上聞定し
ており，その意味では経営的に比較的安定した内
容をもっているものという評価を与えることがで
きる。しかし，このタイプの最大の問題点は，あ
とつぎの定着率が良くないという点である。あと
つぎはすべて同窟しているが，農業専従者は 7
の中で2名のみで，常勤の農外就業者が多い。
こうして，葉タバコ経営は，畑作集落たるT集
落の農業経営を代表し，規模拡大の優良経営とし
て比較的安定的な経営内容を確保しているが，後
継者確保の点、で問題点を残し，その面で将来的に
は不安定要閣をかかえているということができる。
(2) ハウスイチゴ専業的経営(4戸)
T集落の農家がハウスイチゴ経営を開始した技
術的条件の 1つとして，上述の水田基盤整備と「上
場用水」の利用開始を挙げることができる。つま
り， 1984年に榔田地区の水田が整備されたのを 1
つの重要な要因として，その一角に87年にT集落
の農家4戸が補助事業を利用して共同でイチゴ用
ハウス団地を設遣したのがT集落でのイチゴ栽培
の始まりであったからである。上述の葉タバコ経
営がT集落における古くからの経営類型であるの
に対し，このハウスイチゴ経営はまだ10年来の新
しい経営類型である。
施設型であるため， 4戸とも土地利用は自作地
中心だが，ハウス問地形成に伴う水田借地も
存在する。また，ハウスイチゴは労働集約的であ
るため，イチゴ以外の分野は「手抜き」される傾
向にある。そのことは，イチゴにあまり関係しな
い水田や畑地が貸し出されたり，稲作を行わない
農家が見られる点に反映されている。この類型か
らの農地の貸し付けは多くはないが，上記葉タバ
コ経営ないし下記肉用牛経営の借地拡大への農地
供給の重要な一翼を形成している。
労働力構成は，葉タバコ経営と同様，経営主夫
婦のみならず，定植・収穫等の作業で一定数の季
節的雇用を必要としている。
ところで， 4戸とも経営主夫婦農業専従を核と
する「農業専業的経営Jである点では，農家の基
本的性格は上記の葉タバコ経営と共通している。
後継者問題についても，農業専従者も農外専従者
も両方見られ，またT農家の後継予定者の農業大
学校生は「模様眺めjというように，不安定要国
を残している点でも，葉タバコ経営と基本的に共
通している。これは，この類型がまだ10年来の新
しいタイプであるからという点だけでなく，農業
情勢全般の反映とみることができょう。
(3) 肉用牛経営のこ極分化
一専業的経営(1戸)と零細兼業経営
( 2戸)ー
T集落には肉用牛経営が4戸存在するが，一方
では頭数と借地の拡大によって専業的な経営を達
成している 1戸の大規模経営 (0農家)の形成が
認められる。この経営は1994年に若い後継者の新
規就農を契機に頭数拡大を図るなどして，今日で
は子取り用母牛62頭を抱える大規模肉用牛経営と
なり，将来は肥育部門も取り入れた一貫経営をめ
ざしたいと語っている。
しかし他方で， 3戸の内用牛経営は従来の数頭
規模の零細経営を維持したままで推移し，なかに
は経営の中心を肉用牛部門からハウスイチゴ部門
にシフトさせたりする経営 (R農家)もみられる
が，他の 2戸は経営主のリタイヤとともに肉用牛
部門を廃止する意向を示している。肉用牛廃止後
どうするかは，世帯員の労働力構成と農業への意
向に規定されるが，露地野菜作へのシフト，稲作
単一兼業農家へのシフト，ないしは離農という方
向が大半と考えられる。そして，その過程で，こ
れらの農家は農地の貸し付け層となっていくもの
と予想される。
(4) 露地野菜作経営(7戸)
T集落では1996年度に，カボチャとタカナがそ
上場台地畑作地帯における農業経営・農家の類型とその性格 15 
れぞれ約4ha，ハクサイとタマネギがそれぞれ1.5
ha前後栽培された。うちハクサイは葉タバコ農家
が冬場の農閑期に葉タバコの裏作として畑地に若
干面積を作付けしているが，その他の野菜類、は野
菜を経営の主体とする「露地野菜作経営jによっ
て{乍{寸けされているものである。
露地の種類の組み合わせとしては，カボチャ
(夏)十タカナ(冬)，ないしカボチャ(夏)十タカ
ナ・タマネギ(冬)といった作付方式をとる農家
が多い。若干の畑地の借地もみられ，各農家の野
菜の作付面積は延べ 1ha前後から1.5ha前後とな
っている。
なおタカナ(表紙photo1参照)は1967年から
農協の仲介・斡旋で県内A図工のM食品工業(有)
と契約栽培を行ってきており，販路と価格の補償
があるため，安定的生産が確保され，上記図 1の
ように，栽培面積が増加傾向にある。 T集落でも，
H農家のように 1ha作付けする農家も現れ，数少
ない有力作物となっている点、が住呂される。なお，
1997年12月現在，上場台地に23名，約12haのタカ
ナの栽培農家と栽培面積があるが，表5のように，
うち 7戸， 4 haをT集落が占めており， T集落は，
当初から今日までこの契約栽培の中心的な役割を
果たしている。
労働力構成は，世帯主夫婦主体で行われ，雇用
はほとんどみられず，いわば小農的な「家族労作
経営Jの典型的なあり方をとっている。
このような露地野菜が展開している条件として，
上記の畑地の造成と整備，及び上場用水の利用開
始を挙げることができる。
さて次に，露地野菜経営の性格がここでの最大
の検討事項となる。ところで「農業専従者jにも
かなりのl隔があり，年間自家農業従事回数が250日
を超えるような文字通りの農業専従者と，それが
150日を若干上回る程度の農外就業を兼ねた兼業
的な「農業専従者jとではその性格はかなり異な
る。そこで，本稿も一方ではたしかに農林統計と
同様，年間自家農業従事日数が150自を超える者を
すべて含めて「農業専従者jと呼ばざるをえない
が，告家農業従事日数が150白を若干上回る程度の
場合は， I農業専従的Jという表現を用いた点、に注
意されたい。また今回の我々の開き取り調査にお
ける農業従事日数は，農家の自主申告を尊重した
ため，過大評価されている嫌いがある点にも注意
する必要がある。その上で，この経営類型をみる
と，まず経営主夫婦が「農業専従」である農家は
2戸(①)，経営主夫婦ないしそのどちらかが「農
業専従的」である農家は 2戸存在し(②)，両者を
合わせれば，すなわち経営主夫婦が「農業専従」
ないし「農業専従的Jな農家は 4戸存在する。し
かし，あとの3戸は，経営主夫婦の 1人のみが「農
業専従」の農家(③)，後継者1人の「農業専従j
の農家，高齢者夫婦「農業専従jの農家が，それ
ぞれ1戸ず、つ存在する。
上記の「農業専従的Jな者は，農外就業にも就
いており，兼就業者(註1)でもある。例えば，
②及び③の経営主やその妻は，町役場(嘱託職
，建設会社，運送会社などに勤めているのであ
る。
以上の検討結果から， T集落の露地野菜作経営
は，一方でトは，確かに経営主夫婦が文字通り「農
業専従jする専業的農業を営む農家も形成されて
いるが，他方では農外就業との兼就業によって野
菜作経営を合わせ行う農家も少なくない。すなわ
ち，少なくともT集落の場合には，露地野菜作経
営の中で，経済的に農業で、自立化を闘っている経
営はまだ半数程度とみられる。換言すれば， T集
落の野菜作経営はまだ一般的に経済的自立化を達
成できないで遼巡している状態にある。
このことを世帯員の就業の側面からみると，野
菜作農家の労働力は農外就業との聞で相互に流動
し，いわば労働力面で農業と農外とをつないでい
る状況にある。
(5) 零細稲作兼業経常(6戸)
この労働力流動経路を通じて農家労働力がほと
んど農外に出てしまい，零細な稲作経営のみが農
業内に残された経営の類裂が，この零細稲作兼業
経営の類型である。この類型は， T集落で6戸確
認される。この類型にも，更に3つの異なったタ
イプがある。 1つは， V農家に見られるような，
世帯員が農外部門の不安定就業分野に勤めている
「多就業農家」である。 2つは，経営主が町役場等
の農外の安定的な就業分野に勤めている「安定的
農外就業」農家であり， X農家， Y農家， a農家
がこのタイプに属する。 W農家は経営主夫婦が不
安定就業であとつぎが常勤的勤務であり，これら
の2つのタイプの中間に属する。 3つは，あとつ
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このことは，換言すれば，闇営上場農業水利事業
及び県営畑地帯土地改良事業によって農地・水の
生産基盤の条件整備の進展のもとで，一方の極に，
期地の造成・整備という生産基盤的条件整備及び
離農の進展という経済的要因の結果，土地利用型
の葉タバコ経営の形成が実現され，また水田・畑
地の生産基盤整備と用水確保という技術的条件及
び高級青果物の需要増加という経済的条件の結果，
施設型のハウスイチゴ経営の形成が実現され，こ
の2つの経営類型は「専業的農業j経営としての
内実を形成してきていると考えられる。しかし，
同時に，これらの2つの経営類型のほかに，造成・
整備された畑地と用水を必ずしも十分に生かし切
れずに，農外就業との兼就業によって露地野菜作
を栽培する農家群の類型が存在する。もちろん，
その主要な要閣が，輸入野菜の増加等による市場
価格の低迷等，自本経済の市場構造の側面にある
ことはいうまでもない。では，このような現状に，
如何に対応・対抗したらよいのか。そのための条
件変革の課題は多様であるが，最後に， 5.の(3)
で述べたタカナの契約栽培の進展による野菜販売
戦略の模索を 1つの手掛かりと位置づけ，このよ
うな模索の可能性と問題点を更に探ることが次の
課題となることを述べて本稿を閉じたい。
農業経営と農家の類型とそれらの関連 (T集落)
ぎが他出している
家がそれにあたる。
労働力構成は，世帯員のみで，雇用は全くない。
農地については，一方では，基盤整備された水
田を中心に，主要機械を 2~3 戸の親戚間で共有
することによって経費節減を図りながら，また土
日の休日農業でもって，零細ではあるが稲作経営
を継続している。しかし稲作面積は多くても50a 
であり，自家消費のみの20a前後の農家も存在す
る。他方， r手のかかるJ熔は自家菜園的な10a程
度を残して，それ以外は貸し出しており，これが
葉タバコ及び、肉用牛経営の借地拡大への最大の畑
地供給経路となっている。
Z農f高齢専業農家」であり，
図2
イ寸 記
農家実態調査の仲介を快諾された井上肇T集落
(詮1)I兼就業」という表現は邸代 (1992)，p. 192に依拠して
6 .農業経営・農家の類型の構図と今後の課題
ーまとめに代えて…
図2が本稿を総括したものである。留に見られ
るように， T集落には，一方の極に，葉タバコ，
ハウスイチゴ，肉用牛(子取り)の各経営類型を
含む「経営主夫婦農業専従・専業的農業J類型が
形成され，他方の極に， r農業専従者なし・稲作の
みの兼業農業J類型が形成され，この両者が農地
の需要・供給を通じて相互に結び、ついている実態
が析出された。また，これらの 2つの類型の中間
に，露地野菜作と農外就業を兼務する第l種兼業
農家的な f経営主夫婦農業専従的ないし農業専従
いる。
上場台地畑作地帯における農業経営・農家の類型とその性格
生産組合長，そして真夏の多忙な中，訪問調査で
ご厄介をかけ，またその後何回もの電話調査でご
迷惑をおかけしたT集落の農家の皆さん，資料提
供をいただいた中島義彦佐賀統計情報事務所係長
及び井本直人肥前町役場農林課長，井上兼善問主
査，野菜関係の実態、のお話をいただいた末武郎仁
JA上場営農指導員など多くの皆さんからのご協
力を得ることによって，本稿をまとめることがで
きました。このことを最後に銘記して，感謝申し
上げます。
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